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都市における惣的結合の発展（豊田）

座
を
た
て
よ
う
と
し
た
の
で
あ
り
、
法
華
一
揆
の
支
配
し
て
い
た
当
時
、
新
座

を
た
て
よ
う
と
す
る
も
の
、
さ
ら
に
座
そ
の
も
の
を
も
否
定
し
よ
う
と
す
る
傾

向
が
、
到
る
と
こ
ろ
に
あ
ら
わ
れ
て
い
た
こ
と
と
想
像
さ
れ
る
。

r
都
市
お
よ
び
農
村
に
お
け
る
惣
的
結
合
、
そ
れ
は
古
代
的
勢
力
と
の
対
決
と

撲
除
の
上
に
一
層
の
地
歩
を
か
た
め
る
こ
と
が
、
こ
の
天
文
法
華
乱
前
後
に
お

け
る
京
都
内
外
の
事
情
を
通
し
て
、
ま
こ
と
に
よ
く
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

付
寵
　
本
稿
を
な
す
に
あ
た
っ
て
は
、
辻
善
之
助
先
生
「
日
本
仏
教
史
中
世

　
篇
」
四
・
五
、
林
屋
辰
三
郎
氏
の
「
中
世
文
化
の
基
調
」
、
原
田
伴
彦
氏

　
の
「
日
本
封
建
都
市
研
究
」
、
村
山
修
一
氏
の
「
日
本
都
市
生
活
の
源
流
」
、

　
藤
井
学
氏
「
仏
教
史
学
六
ノ
一
、
西
国
を
中
心
と
し
た
室
町
期
法
華
教
団

　
の
発
展
」
を
参
考
に
し
た
点
が
少
な
く
な
い
。
あ
わ
せ
参
照
さ
れ
る
こ
と

　
を
望
む
。
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史
学
研
究
会
大
会
　
手
告

諭
の
日
程
で
本
会
及
び
読
史
会
・
東
洋
史
談
話
会
・
西
洋
史
読
書
会
の
連
合
大
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

お
さ
そ
い
合
せ
の
上
、
多
数
御
参
加
下
さ
い
。

◇
＋
一
月
一
日
（
土
）
午
前
八
時
半
～
午
後
五
時

　
見
学
　
京
都
の
襖
絵
見
学

　
　
　
（
智
積
院
・
建
仁
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・
大
徳
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・
大
覚
寺
各
所
蔵
襖
絵
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
酷
鯨
響
挙
世
土
居
次
義
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（
備
考
）
　
参
加
申
込
者
多
数
に
つ
き
締
切
り
ま
し
た
。
当
日
参
加
は
御
遠
慮
下
さ
い
。

内
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＋
閏
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一
八
日
（
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午
後
一
時
よ
り
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京
都
大
学
法
経
緯
五
教
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史
学
研
究
会
大
会
及
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筑
前
沖
の
島
の
祭
難
跡
　
　
　
　
鮒
－
大
銀
鏡
江

　
　
元
代
知
識
人
の
旧
藩
　
　
　
　
撚
都
大
黒
安
部

　
　
…
シ
ナ
の
土
地
・
人
　
　
　
一
二
糠
勲
松
本

　
　
晩
　
　
　
餐
　
　
　
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
於
　
京
都
大
学
楽
友
会
館

◇
十
一
月
三
日
（
祝
）

　
競
墨
縄
・
東
洋
史
談
話
会
・
西
洋
史
読
書
会
　
各
大
会
及
び
晩
餐
会

会
員
各
位

信健

廣凹目
氏・氏氏

史
学
研
究
会

　
，
　
　
編
集
後
記

　
会
員
諸
兄
姉
の
御
支
援
の
下
に
、
今
年
も
滞
り
な

一
く
、
最
後
を
飾
る
特
穣
否
写
を
お
送
り
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
来
年
度
も
変
ら
ぬ
御
支
援
を
賜
り
ま
す

よ
う
御
願
い
致
し
ま
す
。

　
今
回
は
都
市
研
究
の
特
集
を
企
画
致
し
ま
し
た

が
、
こ
れ
が
都
市
を
め
ぐ
っ
て
の
問
題
究
明
に
稗
益

す
る
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
、
と
い
う
編
集
委
員
の
微
意

を
御
汲
取
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
別
紙
会
告
で
も
お
知
ら
せ
致
し
ま
し
た
が
、
来
年

度
か
ら
、
懸
案
の
増
頁
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

従
っ
て
論
文
掲
載
の
ス
ペ
ー
ス
が
拡
げ
ら
れ
ま
す
の

で
、
ふ
る
っ
て
御
投
稿
下
さ
い
ま
す
よ
う
に
。
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